
平成２６年 ８月 ２７日

記者発表資料 山形河川国道事務所

国道13号 泉田道路 起工式のお知らせ
～東北中央自動車道・北へとつなぐ第一歩～

国道13号 泉田道路で工事の本格実施にあたり、新庄市十日町地内の現地

において起工式を開催します。

当該区間は、東北中央自動車道の一部を構成する延長8.2kmの自動車専用

道路で、平成24年度に事業化した区間です。

これまで調査設計及び用地取得を進めてきたところですが、このたび工事

に着手する運びとなりました。つきましては工事の安全・早期完成を祈念し、

起工式を執り行うこととしましたのでお知らせします。

１．起工式

日 時 ： 平成２６年 ９月 ２１日（日） １１時００分より

場 所 ： 新庄市 十日町 地内 （別紙-1 参照）
しんじようし とおかまち

主 催 ： 山形県・新庄市・国土交通省山形河川国道事務所

実施内容 ： 挨拶、来賓祝辞、鍬入れ等

※現地には駐車場を用意しております。現地の誘導に従い駐車をお願いいたします。

＜発表記者会：山形県政記者クラブ、山形建設業界専門紙、新庄新聞放送記者会＞

問 合 せ 先

国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所

電話番号 ： ０２３－６８８－８４２１ （代表）

副所長（道路） 大 場 義 行
お お ば よ し ゆ き

工務第二課長 大 泉 隆 是
おおいずみ た か ゆ き



【泉田道路の概要】  
 泉田道路は、新庄市十日町から昭和に至る延長8.2kmの自動

車専用道路で、並行する国道１３号の交通混雑の緩和、事故の
減少等を図るとともに、東北地方全体で機能を補完することので
きる災害に強い高速ネットワークの形成や地域間の広域的な交
流・連携の促進等を支援する東北中央自動車道の一部を形成し
ます。   
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渋滞緩和で通勤・買い物等の⽇常⽣活が便利に
◆最⼤８００ｍにわたっていた渋滞を緩和。スムーズな移動により毎⽇の通勤・買い物等の利便性が向上
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▼国道１３号の死傷事故発⽣状況
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冬期の安全性等向上で迅速・安静な救急搬送を⽀援
◆冬期の道路交通上の課題を解消し、安全・快適で信頼性の⾼い⾛⾏を実現
◆最上地域の中核病院である県⽴新庄病院等への迅速、安静な救急搬送を⽀援

新庄市泉⽥付近

▼ 運搬排雪時の渋滞状況

新庄市泉田付近

▼ ⼤型⾞のすれ違い状況

新庄市泉田付近

▼ 地吹雪による視程障害状況
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特産品の鮮度保持と定時性確保で農業振興を⽀援
◆最上地域は県内最⼤のニラの産地で、ブランド化された⾼品質のニラを関東⽅⾯に出荷
◆農産物は時間内に市場へ輸送することが重要であり、定時性確保と鮮度保持による市場の⾼評価で農業振興を⽀援

▼東京の店頭までの物流ルート
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2,152t（99.8％）

4t（0.2％）

▼ 東京卸売市場におけるニラの取扱割合

▼ ⼭形県内のニラ⽣産割合

＜⾦⼭地域の取り組み＞

収穫期は5⽉中旬〜10⽉
で、年5〜6回の収穫も可能
だが、⼭形県では品質を重視
し3回に制限。
⼀番刈りの6⽉の⾦⼭のニラ
は、関係機関の評価も⾼い。

資料：東京中央卸売市場HP（H25.7-10⽉計）
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